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松
波
人
形
キ
リ
コ
祭
り

ご
ざ
れ
祭
り

松
波
神
社
の
夏
祭
り
、
松
波
人
形
キ
リ

コ
祭
り
が
7
月
28
日
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

キ
リ
コ
は
町
内
で
一
般
的
な
白
木
造
り
で

は
な
く
、
総
漆
塗
り
に
金
箔
が
施
さ
れ
た
豪

華
な
も
の
で
、
特
に
人
形
が
キ
リ
コ
に
飾
ら

れ
て
い
る
の
が
能
登
の
キ
リ
コ
祭
り
の
な
か

で
も
特
徴
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
形
は
毎
年
各
町
内
ご
と
に
作
ら
れ
て
お

り
、
投
票
審
査
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
出
来
映

え
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
午
後
2
時
頃
、
審
査

会
場
の
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
に
9
基
の
キ

リ
コ
が
集
ま
り
、
艶
や
か
に
並
ん
だ
力
作
が

見
る
者
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
御
坊
町
が
１
位
に
輝
き
、

2
位
が
上
出
町
、
3
位
が
港
町
が
受
賞
し
ま

し
た
。

柳田書道教室の書道パフォーマンス

姫の袖ギリコが会場に華をそえる

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
城き

づ
き
み
な
み

南
海
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

柳
田
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
「
柳

中
よ
さ
こ
い
」

御坊町「川中島の戦い」

港町「龍の子 太郎」

上出町「弁慶と牛若丸」

毎
年
恒
例
の
「
ご
ざ
れ
祭
り
」
が
柳
田

植
物
公
園
で
8
月
18
日
に
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
５
，
０
０
０
人
が
訪
れ

真
夏
の
祭
典
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会

や
能
登
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
柳
中
よ
さ
こ
い
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
に
は
キ

リ
コ
13
基
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
、
来
場
者

を
お
出
迎
え
。
グ
ル
メ
テ
ン
ト
も
多
く
立
ち

並
び
お
目
当
て
の
品
を
買
い
求
め
る
客
で
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
イ
ベ
ン
ト
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
迎
え
、
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
で
は
光
と
音

が
織
り
な
す
幻
想
的
な
空
間
が
広
が
り
、
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
最
後
に
行
わ
れ
た
打
ち
上
げ
花
火
は
、

キ
リ
コ
の
上
に
咲
い
た
大
輪
の
花
が
夜
空
を

彩
り
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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能
登
町
議
会
議
員
選
挙

10
月
21
日
日
は

の
投
票
日
で
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
等

の
開
催
に
つ
い
て

　

説
明
会
で
は
立
候
補
の
届
け
出
に
必
要
な

書
類
を
交
付
し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
方
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月
21
日
㊎　

午
後
２
時
～

場
所　

能
都
社
会
福
祉
会
館
３
階
研
修
室

対
象　

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
の
方

※
出
席
者
は
、
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き

３
人
ま
で
。

◆
立
候
補
者
届
出
書
等
事
前
審
査

期
間　

10
月
11
日
㊍
～
12
日
㊎

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

能
都
社
会
福
祉
会
館
３
階
研
修
室

内
容　

立
候
補
の
届
出
に
必
要
な
書
類
等
を

審
査
し
、
不
備
の
有
無
等
を
事
前
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る

※
必
ず
、
来
庁
日
時
を
町
委
員
会
へ
ご
予
約

し
、
届
出
書
類
と
届
出
に
使
用
し
た
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
立
候
補
者
届
出
受
付

日
時　

10
月
16
日
㊋

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

能
都
社
会
福
祉
会
館
３
階
研
修
室

◆
不
在
者
投
票

他
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
不
在
者
投
票

　

能
登
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
長
期
出
張
や
通
学
あ
る
い
は
旅
行
な
ど

の
た
め
、
能
登
町
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
し

て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
、
交
付
、
返
送
な
ど

を
す
べ
て
郵
送
で
行
う
た
め
、
手
続
き
に
は
相

当
の
日
数
を
要
し
ま
す
。
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
あ
て
に
宣
誓
書(

請
求
書)

を
提
出
（
郵

送
ま
た
は
直
接
）
し
、
請
求
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所
中
で
不

在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
の
施
設

内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
指
定
施
設

で
あ
る
か
確
認
の
う
え
、
早
め
に
施
設
の
長
に

不
在
者
投
票
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
は
、
在
宅
で

郵
便
等
に
よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
『
郵
便
等
投
票
証
明
書
』
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
だ

交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
や
交
付
さ
れ
て
い
て

も
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
早
め
に
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
程

　

任
期
満
了
に
伴
う
能
登
町
議
会
議
員
選
挙

が
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
期
日
の
告
示
日　

10
月
16
日
㊋

投
・
開
票
日　
　
　
　

10
月
21
日
㊐

期
日
前
投
票
制
度
・

不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
投
票
所
に
行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日

前
投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
告
示
日
の

翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
で
す
。（
た

だ
し
、
一
部
の
期
日
前
投
票
所
を
除
き
、
期
間

や
時
間
帯
が
異
な
り
ま
す
。）

　

な
お
、
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま

れ
る
旨
の
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
宣

誓
書
は
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
各
期
日
前
投
票
所
に
も
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

　

能
登
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
（
62
）
８
５
１
０

募集期間

10 月 31 日㊌まで「いしかわ魅力 “ 再発見 ” コンテスト」開催「いしかわ魅力 “ 再発見 ” コンテスト」開催
○詳しくはコンテスト特設サイトをご確認ください。

　ＵＲＬ：http://www.ishikawa-saihakken.jp

問石川県企画振興部企画課☎ 076-225-1316

いしかわ魅力再発見 検索

　北陸新幹線は 2022 年度末に石川県内全線開業を迎えます。

この開業効果を最大限に引き出し、石川県内全域に波及させる

ため、民間の取組みを募集・選定の上、補助するほか、行政な

どが実施すべき施策のアイデアを募集します。

北陸新幹線延伸開業に向けた

　

町
教
育
委
員
会
が
4
月
か
ら
作
業
を

行
っ
て
き
た
、
丸
木
船
の
進
水
試
験
が
８

月
5
日
、
姫
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

丸
木
船
は
縄
文
人
が
イ
ル
カ
漁
な
ど
に

使
っ
て
い
た
も
の
で
、
今
回
製
作
さ
れ
た

も
の
は
、
お
よ
そ
長
さ
７
．
４
㍍
、
直
径

60
㌢
、
重
さ
３
５
０
㌔
の
大
き
さ
で
す
。

　

は
じ
め
に
参
加
者
や
見
学
者
な
ど
約
30

人
が
見
守
る
中
、
真
脇
遺
跡
縄
文
館
の
高

田
館
長
が
塩
と
酒
で
舟
を
清
め
ま
し
た
。

試
験
で
は
丸
木
舟
が
海
に
浮
か
べ
ら
れ
、

舟
だ
け
の
状
態
や
人
が
乗
船
し
た
状
態
、

櫂か
い

を
使
っ
て
舟
を
進
め
た
時
の
前
後
左
右

の
バ
ラ
ン
ス
の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

小
松
市
か
ら
訪
れ
た
中
西
栄
樹
さ
ん
は

「
果
た
し
て
浮
い
て
進
む
の
か
と
い
う
思

い
も
あ
り
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

う
ま
く
漕
げ
る
と
、
な
ん
と
か
な
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
乗
船
体
験
の
感
想

を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

丸
木
舟
は
今
回
の
進
水
試
験
の
結
果
を

踏
ま
え
最
終
調
整
が
行
わ
れ
た
後
、
真
脇

遺
跡
縄
文
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

石
斧
で
つ
く
っ
た
丸
木
舟

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

み
ん
な
で
「
丸
木
舟
」
を
つ
く
ろ
う

進
水
！

港内を進む丸木舟。息を合わせて櫂を漕ぐ

コロで滑らせながら、慎重に海の中に入れていく

大きく左右に舟をゆらして復元力の限界を探る。
大人 4 人程度までは一度に乗ることができた。

　

８
月
6
日
、
鵜
川
公
民
館
内
で
活
動
し
て
い
る

「
く
ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ
」
で
工
作
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
、
押
し
花
を
使
っ
た
し
お
り
と
は
が
き
を
作
り
ま

し
た
。

　

児
童
は
講
師
の
三
谷
千
代
美
さ
ん
か
ら
構
想
の
練

り
方
や
作
業
手
順
な
ど
に
つ
い
て
教
わ
り
実
践
。
花

の
選
択
や
配
置
な
ど
に
工
夫
し
な
が
ら
、
色
と
り
ど

り
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
乾
燥
さ

せ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
際
、
植
物
を
綺
麗
に
保
存
で
き

る
押
し
花
に
感
動
し
、
よ
り
本
格
的
な
も
の
に
取
り

組
み
た
い
と
い
っ
た
声
が
根
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
企

画
さ
れ
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
。
く
ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ

は
平
成
24
年
か
ら
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
四
月
か
ら
再
開
し
、
子
ど
も
た
ち
に
多
彩
な
学

び
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

く
ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ

押
し
花
で
し
お
り
・
は
が
き
作
り
に
挑
戦

真剣な面持ちで取り組む児童
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能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

世界の多様さや教育環境の変化を知る機会を作っています

9 月のまちなか鳳雛塾スケジュール

問まちなか鳳雛塾☎ 0768-84-5282
（ひかり電話のため局番が「84」です。）

受付時間　㊊～㊎の 16:00 ～ 22:00

受講対象者 月 火 水 木 金 土

全学年 16:00 ～ 22:00　自律学習解放

14:00～22:00
自律学習解放

高校生 19:30 ～ 22:00
学習面談日

20:00 ～ 21:00
まちなかゼミ

中学生・発展 19:30 ～ 21:00
一斉演習日※①

中学生・基本   19:30 ～ 21:00
一斉演習日※①

小学 4 ～ 6 年生 16:00 ～ 18:00　一斉演習日※②

※①…中学生の一斉演習日は、学習効果向上を目的に習熟度別に発展・基本の 2 クラスに分け全学年合同で実施。クラス
分けは入塾時のテスト結果で判断。※②…小学生は㊋・㊌のどちらかを選択。
■開塾時間：月曜～金曜 16:00 ～ 22:00、土曜 14:00 ～ 22:00（日曜・祝日は閉館）
■毎月 29 日～ 31 日は一斉演習を原則休講。自律学習開放は行っています。
■小中学生は各クラスごとに定員有り。定員になり次第募集を停止します。

宇出津
総合病院

ENEOS

宇
出
津

  

小
学
校

コ
ン
セ
ー
ルのと

まちなか
鳳雛塾

役場↓

↑柳田

鳳寿荘↑

　塾生の保護者や入塾を考えて
いる方は、授業見学随時可能で
す。お気軽にご相談ください。

　まちなか鳳雛塾には
　駐車場がありません

!  5 月 7 日から開塾時間・
時間割が変わりました。

まちなか鳳雛塾で検索 !!
https://hosujuku.wixsite.com/machinaka

（プロジェクトコーディネーター 　木村  聡）

能登高校を応援する会は
　・生徒の学習環境の整備　　　　  ・クラブ活動の支援
　・学校の存続発展に関する支援　・生徒募集の推進に関する支援
　　　　　　　　　　　　　など、地域の高校を支援する団体です。
○年会費
　個人会員　2,000 円～　　団体・企業会員　5,000 円～

問ふるさと振興課地域戦略推進室☎ 62-8512
　能登高等学校☎ 62-0544

世界を旅して得た経験を聞く

　能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳雛塾では、教科の学
習に加えて、生徒一人ひとりの視野を広げたり、考えを深めた
り、自分の意見を表現するような機会を増やしていこうと考えて
おり、その取り組みとして「まちなかゼミ」を始めています。
　３回目の今回は「広い世界を知り、視野を広げる」ことをテー
マとした講演会を 7 月 20 日に開催しました。

　2020 年以降、大学入試が大きく変わろうとしています。
その変化にどんな準備や心構えをしたらよいのかを知るた
めに、内浦福祉センターにて講演会「わが子の大学入試は
どう変わる？」を 7 月 10 日に開催しました。会場には中
高生のお子さまをお持ちの保護者や、親子で参加される方
の姿が見られました。

　能登高校魅力化プロジェクトでは
これからも、子どもたちだけでなく、
子どもの学びや育ちにさまざまな形
で関わる能登町の大人たちも一緒に
新たな気づきや視点、情報を得られ
るような機会を提供、発信していき
たいと考えています。

　当日はまず、今後の大学入試改革とその変化を踏まえた
高校の選び方について、能登高校魅力化プロジェクトのア
ドバイザーで北陸大学教授の藤岡慎二さんにご講演いただ
きました。藤岡教授は、「『知識や技能』に加え、学んだ知
識を活用する力としての『思考力・判断力・表現力』や『主
体性・協働性・多様性』が今後の大学入試で問われるよう
になる」と話されました。高校３年間までの時間の中で、
そうした力を意識的に育むことが求められます。まちなか
鳳雛塾では「まちなかゼミ」などの活動を通してそれらの
力を身につけてもらおうとしています。
　また、講演中にはセンター試験に変わり 2020 年度から
新たに始まる大学入学共通テスト（仮称）で導入予定の記
述式問題を参加者と一緒に考える時間や、世の中の仕事と
学問領域のつながりを遊びながら学べる「学問カルタ」に
挑戦する時間も設けて、大学入試の変化を参加者に体感し
ていただきました。

○申し込み・問い合わせ
　能登町役場・支所の窓口および地域戦略推進室、または能登高等学
　校事務室まで直接お申し込みください。

○第 3 回 まちなかゼミ

　「～ Our World Journey ～夫婦で 575 日世界一周、旅と
その後」と題した講演会には、講演者に石川県加賀市の学
習塾「タビト學舎」代表で、加賀市の教育・子育て・自然
活動・地域活性化事業を支援している「あくるめ財団」理
事でもある飯貝誠さんをお招きしました。当日はまちなか
鳳雛塾に通う中高生だけでなく、小学生から 50 歳代まで
の幅広い方々が教室がいっぱいになるほど参加され、飯貝
さんの世界一周旅行の話に熱心に耳を傾けていました。

　講演では旅の途中で撮影された美しい写真や動画の
紹介とともに、異国の地で体験したさまざまな出来事
や、価値観が大きく変わるような経験について、ユー
モアを交えて楽しく語っていただきました。また講演
の途中で、参加者は感想やもっと聞きたいことをグ
ループでシェアする時間をとり、参加者同士の交流も
図ることができました。

大学入試の変化に触れる

講演後の
アンケート

には…

大学入試が変わる実感
がまだなかったので話

を聞けてよかった

地域と共に輝く高校「能登高」
あなたもサポーターになりませんか

夢中で「学問カルタ」に取り組む参加者

興
味
深
い
話
を
次
々
と
語
る
飯
貝
さ
ん

講演の感想を話し合う参加者

voice

参加者の声

子どもにはいろいろ
な体験をして積極的な子に

なってほしいと感じた。

いつか世界一周した
い。今まで以上に英語

を頑張ります！

世界一周して、その結果
地元の加賀市が好きになっ

たという話に驚いた。

正解がないことを
考えたり意見を交わし
たりすることの大切さ

を感じた

また別テーマでこ
うした講演会を開

催してほしい
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　平成 30 年 9 月 23 日、午前 8 時 45 分に能登半島沖地震発生
が予知され緊急地震速報が発表された。
　午前 8 時 46 分、能登半島沖を震源とするマグニチュード 7・
6（震度 6 強）の地震が発生し、能登町内の最大震度は 6 強を
観測、石川県能登津波予報区に大津波警報が発令された。

訓練想定

大
切
な
人
、
自
分
の
命
を
守
る
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う

い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
な
い

備
蓄
品
や
心
の
「
備
え
」
万
全
で
す
か
？

　

9
月
23
日
㊐
地
震
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
た
能
登

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
備
蓄
品
の
有
無

や
避
難
場
所
へ
の
経
路
な
ど
は
、
定
期
的
に
確
認
が

必
要
で
す
。
訓
練
会
場
は
町
内
7
か
所
で
す
。
最
寄

り
の
会
場
に
参
加
し
て
身
の
回
り
の
備
え
を
再
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
会
場

メ
イ
ン
会
場
…
松
波
小
学
校
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
波
漁
港
周
辺

避
難
所
訓
練
…
柳
田
小
学
校
、宇
出
津
小
学
校
、鵜
川

小
学
校
、小
木
小
学
校
、小
木
中
学
校

災害ボランティアセンター開設・運営訓練

9 月 23 日㊐

08:45【開始 / 緊急地震速報】
　　各自、シェイクアウト訓練を行い、自分の身を守る訓練
　　を行ってください。

08:48【避難指示 / 大津波警報】
　　最寄りの津波緊急避難場所もしくは高台へ避難してくだ
　　さい。

09:15【避難所開設放送】防災無線で通知

　　津波や土砂崩れにより被害が発生し、今後も被害拡大の
　　恐れがあるという想定で、最寄りの避難会場に避難を開
　　始してください。

10:30【避難指示解除】防災無線・メールで通知

　　大津波警報解除にともない、避難指示を解除。

11:30【訓練終了】　防災無線・メールで通知

訓練スケジュール

※
車
で
ご
参
加
さ
れ
る
方
へ

　
メ
イ
ン
会
場
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。会
場
ま
で
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
の
で
内
浦
体
育
館
の
駐
車
場
を

ご
利
用
下
さ
い
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
自

衛
隊
活
動
車
両
の
展
示
や
炊
き
出
し
、
能
登
消
防
署

の
訓
練
な
ど
、
普
段
見
る
機
会
の
な
い
訓
練
を
行
い

ま
す
。
松
波
地
区
以
外
の
方
も
是
非
メ
イ
ン
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

サイレン・防災無線・
　メールで通知

防災無線・
　メールで通知

炊
き
出
し
訓
練

　指定避難所開設・
　　運営訓練（メイン会場以外）
　・避難所開設、運営訓練　・放水訓練

　・安否確認訓練　　　・情報伝達訓練

　・炊き出し訓練　など

災
害
は
予
告
な
く
や
っ
て
く
る
！

総
合
防
災
訓
練
で
備
え
を
再
確
認

問
総
務
課
危
機
管
理
室
☎
（
62
）
８
５
１
３
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　7 月 28 日、石川県消防学校で第 66 回石川県消防操法大会

が行われました。

　能登町消防団代表として小型ポンプ操法の部において三波

分団が準優勝、ポンプ車操法の部において松波分団が努力賞

を受賞しました。ご声援ありがとうございました。

開
会
式
を
前
に
持
木
町
長
が
団
員
を
激
励

 魅せた 火消しの魂！地域を守る誇りを胸に

三波分団、松波分団が健闘

9 月 9 日は　　　　　　　みんなでつなぐ救命のリレー「救急の日」
　９月９日は、９

きゅう

と９
きゅう

で「救急の日」です。救急の日は、救
急業務や救急医療について住民一人一人の理解と認識を深め、
救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的としています。
　突然の事故や病気の時、救急車が現場に到着するまでの間
に、現場にいた人が迅速な１１９番通報、適切な応急手当てを
速やかに実施することで、傷病者の救命効果が一層向上します。
　「いざ」という時のために救命講習を受けましょう。あなた
の行動で大切な命が救えます。

❶町民 ❷救急隊 ❸医師

救命のリレー

地域防災の要として活躍

自主防災組織リーダー（防災士）を目指しませんか
　共助の要となる「自主防災組織」が有効に機能し、

円滑な避難や避難所運営が行われるためには、地域

の実情を十分に理解したリーダーの存在が必要です。

　地域から推薦された地元住民を対象に、石川県自

主防災組織リーダー（防災士）育成講座が開催され

ます。受講料などの費用は県と町で助成します。

募集期間　10月10日㊌まで

日程　12 月 8 日㊏、9 日㊐

会場　能登空港ターミナルビル　4 階　研修室

申込み・問合せ
総務課危機管理室☎ 62-8513

もしもの時も安心して暮らせる家に
日時　9 月 30 日㊐　14:00 ～ 15:30
場所　能登空港ターミナルビル 4 階講義室 A・B
内容　・講演「能登半島地震を振り返って」
　　　　講師：むとう設計有限会社 武藤清秀代表取締役

　　　　
　　　・耐震化補助制度相談会
対象者　一般町民、耐震改修事業者（定員 60 人）
問い合わせ
・輪島市都市整備課☎ 0768-23-1156（主催）
・建設課☎ 76-8304（共催）

※補助対象となる住宅は昭和 56 年 5 月 31 日以前に工事着手され
たものに限ります。

金沢市を拠点に、町家や古民家の修復・再生を多く手
掛ける。能登半島地震の際ははいち早く被災地に入り、
住宅の復興を支援した。

　平成 28 年の熊本地震での被害等を受けて、石川

県では住宅の耐震改修工事に係る補助金制度が 6 月

から改正されました。これにより能登町（奥能登地域

４市町）でも同様に補助金制度が改正される予定です。

　能登半島地震発生から10 年余が経過し、防災意

識も薄らいでくるところですが、大規模地震は時間や

場所を問わず発生します。今回のセミナーを通じ、新

しい補助金制度を活かして耐震化を促進し、住まい

の安全・安心を確保しましょう！

奥能登住宅耐震セミナー参加無料


